
 

 
 

 「総合的な学習の時間」を個人テーマで設定し６時間（１回２時間、計３回）活動しました。この

間、一つのテーマで取り組み続ける子あり、毎回テーマが変わる子あり、一人で黙々と取り組む姿

あり、同じ志の子がチームとなってアイデアを出し合う姿あり、様々ですが、みな「自分事」として取

り組んでいるところがとてもよいです。いくつか進捗を紹介します。 

友釣り・渓流釣り 

鮎・カワムツの生態を知るチームは、先日飛騨川漁協理事前島さん、上麻生支部長吉村さんを

講師に招き、友釣りの仕組み、飛騨川の環境を守る取組等、さまざまなことを学びました。７月２日

（水）は多くの地元指導者のもと、実際に神渕川で友釣り・渓流釣りを行います。渓流釣りチームは

釣った魚を学校で飼育・観察しようというプランのようです。 

ねんりんピック（全国健康福祉祭） 

今年度岐阜県で開催される「ねんりんピック」。七宗中には島根県応援「横断幕」作成依頼がき

ていましたので美術をテーマにしている子たちに提案。すると「やってみます」とのこと。作成した横

断幕は１０月１８日（土）総合開会式会場（岐阜メモリアルセンター）で観客席に飾られます。「ねん

りんピック」は県下各地で開催され、七宗町は「ソフトバレーボール」会場になっているようです。 

スイーツで町おこし 

昨年度上麻生中２年生が取り組んだ「スイーツで町おこし」第２弾。メンバーに「なぜやろうと思

ったの？」と聞いたところ「楽しそうだから」とのこと。「ワクワク」が原動力になっています。 

７月９日（水）は昨年度もご協力いただいた「こぶしの里」加藤さんへの相談会、翌週１６日

（水）には岐阜大学起業部の学生さんに助言いただく予定です。 
 

一生懸命取り組む生徒の姿をみて楽しくなってしまった私、「こんなことはどう？」いろいろなチー

ムに提案しました。上記のように見通しをもつきっかけになったチームがあった一方、反応が薄いチ

ームもありました。反応が薄かったのは私の勇み足。生徒の願いを聞いて提案しているつもりでも、

実は押し付けになってしまっていたのかもしれません。 

生徒の主体性を育むことが最上位の目的、活動がうまくいくことは結果の一つです。「うまくいか

ないことも経験」結果を求めすぎて本来の目的を見失わないようにしたいと思いました。「自分事」

として取り組んでいる子たちです。協力依頼があれば全力で対応します。 

校長 福井敏彦 「自分事」として取り組む学びの時間 

しゃくなげ 
 

七宗町立七宗中学校 学校だより 

学校の教育目標 志をもち 仲間とともに創りだす生徒 
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